
特定非営利活動法人子どもとメディア主催： 

後援：公益社団法人日本小児科医会、長野県軽井沢町教育委員会

共催：非営利活動法人子どもとメディア信州

福岡県人権啓発情報センター協力：

事後視聴の開始、公開期間
は追ってお知らせします。

当日参加できない方

事後視聴の開始 公開期間

当日参加できな 方

3,000　　円/人

事後視聴を
受け付けています

当日参加費

（事後視聴含む）

4,000 円/人

１. 乳幼児とメディア

２. 教 育 と メ デ ィ ア

３. 社 会 と メ デ ィ ア

福   岡

軽井沢

Zoom

まず参加分科会を選び 次に参加会場を決定

ご希望の「分科会」と「参加会場」をお選びください。

forum@komedia.or.jp

締め切り
2026年

3月14日

締め切り
2026年

3月14日

申し込みは
QR コード

またはメールで

コロナ禍で直接的な対面が制限され、 代わりにオンラインでのつながりが急速に広まりました。 その影響で子
どもたちの外遊びは減少し、 スクリーンタイムは大きく増加しました。

　生成 AI の劇的な進化や、暴走とも言える SNS やネット環境の広がりが、社会全体に強い影響を与えています。
アフターコロナの状況は、 子どもたちの健やかな成長 ・ 発達 ・ 学びにとって、 本当に望ましいものでしょうか？
今回のフォーラムでは、 「子どもとメディアの新しい関係を求めて」 という当法人設立時のミッションに立ち戻り、
日々進化し、 ときに暴走するデジタルメディアと、 いかに望ましい関係を築いていけるのかを考えます。

福岡会場 ・ 軽井沢会場 ・ オンラインという三つの参加形態を通じて、 以下の３分科会を設けてそれぞれの実
践の場に生かせる学びを得られるようなフォーラムを企画しました。 各分科会の参加者で情報交流や意見交換
を行い、 最後に全体会でそれぞれの成果を総括します。

１. 乳幼児とメディア ： 子育て支援を基盤に乳幼児期の効果的な啓発の実践方法を学びます

２. 教育とメディア ： GIGA スクール構想の見直しや学校現場でのメディアリテラシーのあり方を探ります

３. 社会とメディア ： 世界各国の SNS 対策から、 日本の子どもたちの健康と安全をどう守るかを考えます

メディアは大きく変貌し、 大人も子どもも身につけるべきメディアリテラシー （ネット ・ＳＮＳリテラシー） の重要
性は一層高まっています。 新たな力と共に皆で子どもとメディアの問題に取り組んでいきましょう。

Zoom

オンラインも
あります

(長野県軽井沢町長倉2353番地1)
軽井沢町中央公民館

軽井沢会場

(福岡県春日市原町3丁目1-7)
クローバープラザ

福岡会場

 3月21日 ㈯ 10:00 ～16:002026 年

会 場：

日時：

～暴走するデジタル社会、どう対峙するか～デ

 子どもとメディアの 子どもとメディアの “新しい新しい関係関係” を求めて” を求めて 子どもとメディアの “新しい関係” を求めて 子どもとメディアの “新しい関係” を求めて 子どもとメディアの “新しい関係” を求めて

第12回 第12回 
全国フォーラム全国フォーラム子どもとメディア子どもとメディア



◆福岡銀行　けやき通り支店　　普通395311
特定非営利活動法人子どもとメディア　代表理事　佐藤 和夫

◆郵便振替　01720-9-107923 ㈵子どもとメディア

◆

◆

寄付・協賛金を随時受け付けております
ご協力をお願いいたします

問合せは
こちらから

3. 社会とメディア
コーディネーター：中山憲康

メイン配信

福　岡

「世界の SNS 対策」「世界の SNS 対策」 ～日本は何をすべきか～～日本は何をすべきか～

⑴ ＳＮＳ環境に関する問題と世界各国と日本の現状（基調講演）
⑵ ＳＮＳに対する制限と表現の自由のバランスは。
⑶ 日本の子どもたちのため、今なすべきことは何か。

欧州や豪州、米国の一部州などがＳＮＳの具体的な制限に乗り出す中で、
日本の現状はどうか。子どもたちのために何をすべきなのかを考えます。

コーディネーター：山田眞理子
2. 教育とメディア 「教育の中のメディアの問題を考える」教育の中のメディアの問題を考える」

(1) 学校現場でメディアリテラシーを広げる
(2) 学校現場あるある・・・を超えて
(3) メディアリテラシー・カリキュラム提案
(4) 子どもとメディア信州の全県調査（データと分析法）

 メイン配信

軽井沢　

コーディネーター：佐藤和夫
1. 乳幼児とメディア

(1) 啓発の考え方、提言、エビデンス等を共有します 。
(2) 子どもの年齢（妊娠中・乳児・幼児期）× 立場（小児科医、保育士、

子育て支援者、等々）× 啓発の場（乳幼児健診、子育てひろば、等々）
の視点から、何人かの演者に具体的な実践法 を発表してもらいます（例：
乳児期に・小児科医として・健診の場で、○○を使って啓発）。

(3) 演者（先達）の具体例を元に、参加者からも意見を出し合って、明日
からの啓発に役立つ方法と解決すべき課題をともに学ぶ機会とします。

* 資料配布

「より良い啓発実践をともに学ぶ」「より良い啓発実践をともに学ぶ」

 メイン配 信

福　岡

11:011:00 0 分 科 会 ≪福岡会場と軽井沢会場をつなぎます≫　

15:00 15:00 全 体 会 《各分科会から報告》

※昼食休憩時間は各分科会ごとに異なります。

 配　 信

福　岡

「変貌するデジタルメディア社会の中で「変貌するデジタルメディア社会の中で
子ども達の健やかな育ちを守　子ども達の健やかな育ちを守る」る」

佐藤和夫（NPO 法人 子どもとメディア代表理事）

10:010:00 0 基 調 提 案

 配　 信

福　岡

子どもとメディア
特定非営利活動法人

E メール： forum@komedia.or.jp
tel：092-724-6323　fax：092-403-6262
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